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「大学の改革を想う」
聖マリアンナ医科大学学長
長谷川　和夫
　今夏は，まさに私たちが世紀末に生きている実感を与えた．メディアを通して流れてくるニュー
ス，情報や世間をおおう不況感と不順な天候が背景にあって，舞台はそろっていた．そのなかにあ
っても，時計の針は確実に21世紀にむかって，私たちに新しい時代への対応をせまっているのだ．
なかでも，いわゆるグロバリゼーションという言葉がある．
　国際化あるいは地球化と訳されるのか．世界の一隅でおこった出来ごとは，極端な表現をすれば，
瞬時にして高度の情報系の発達と相まって，周辺のみならず遠隔の果てまで伝達され，庶民の生活
にも変化を与える時代になってしまった．最も激烈な振動は金融経済界におこっていて，現在日本
が期待と警戒心をもって世界から注目されているに至った．教育の面でも小・中・高等学校から大
学にいたるまで，予想もしなかった課題がわきおこり，対応をせまられているのが現状である．大
学も自由と孤独と高潔を以て社会に君臨する姿勢をすてて，社会に開かれ，社会に有用な人材を送
り出し，経営的にも自立することが求められつつある．たまたま千葉商科大学長の加藤寛先生の御
紹介もあって，今夏初頭に伊豆高原で開催された第16回天城学長会議に出席することができた．こ
の会議は日本アイ・ピー・エム株式会社の研修施設天城ホームステッドで1983年9月に第1回が開
催されて以来，本邦の国公私立大学の学長が一・堂に会し，大学の将来について自由に語り合うシン
ポジウムであった．70名の参加者で盛会であった．今回のテーマは「日本の大学は生き残れるか」
であった．しかも日本のなかで生き残れるかではなくて，国際社会のなかでのサバイバルが課題で
あった．そこでグローバル・スタンダード国際基準に適合する個性をもった大学が目標とされた．
　基調講演のあとに分科会に分かれて具体的な自由討論がなされた．結論は出ないのだが，学長そ
れぞれの異なった視点からの考え方は大いに興味があった．私にとっては初めての参加であったが，
医科大学とは異質なものとの出会いを経験した．
　大学の改革：は新しい社会のニーズに適合してゆくプロセスではあるが，知識や技術の継承だけで
なく，未来の価値観を創造する作業を学生に託してゆく使命こそが大学であろう．また大学にしか
できないことだ．医科大学の改革も基本理念はおなじであろう．
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